
館 林 記 念 病 院  総 合 リ ハ ビ リ セ ン タ ー 紹 介  

 

館 林 記 念 病 院 総 合 リ ハ ビ リ セ ン タ ー は 、 脳 血 管 疾 患 等 に よ る 機 能 障 害 を も つ 人

の 他 、病 気 療 養 中 の 安 静 や 老 化 に よ る 体 力 低 下 に よ っ て Ａ Ｄ Ｌ（ 日 常 生 活 動 作 ）

に 低 下 を き た し た 人 で 、 要 支 援 か ら 要 介 護 ５ ま で の あ ら ゆ る 区 分 に 該 当 す る 人

対 象 の 通 所 リ ハ ビ リ 施 設 で す 。  当 セ ン タ ー で は 利 用 者 様 の 個 々 の 障 害 に 応 じ

て 、 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン ス タ ッ フ が 中 心 と な り 、 プ ロ グ ラ ム を 作 成 し 、 目 標 達

成 に 向 け た 指 導 ・ ケ ア を 行 っ て い ま す 。  具 体 的 な サ ー ビ ス 内 容 は 、 ① 送 迎 サ

ー ビ ス （ ご 自 宅 ま で の 送 迎 を 行 い ま す ） ② 入 浴 サ ー ビ ス （ 介 護 職 員 付 き 添 い の

も と 安 心 し て 入 浴 が 行 え る よ う 援 助 し ま す ） ③ 健 康 チ ェ ッ ク （ 看 護 師 が 血 圧 ・

体 温 な ど の 健 康 チ ェ ッ ク を 行 い ま す ） ④ 食 事 サ ー ビ ス （ 季 節 の 食 材 を 使 っ た バ

イ キ ン グ に て 召 し 上 が っ て 頂 き ま す ） ⑤ 個 別 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン （ リ ハ ビ リ 専

門 ス タ ッ フ に よ る 個 別 訓 練 を 行 い ま す ） ⑥ 集 団 リ ハ ビ リ （ リ ハ ビ リ ス タ ッ フ を

中 心 と し て 、 ス ト レ ッ チ ・ 体 操 を 行 い ま す ）  

こ れ ら の サ ー ビ ス を 通 じ て 、ご 自 宅 で 活 か せ る Ａ Ｄ Ｌ（ 日 常 生 活 動 作 ）の 維 持 ・

向 上 に 向 け て 、 ス タ ッ フ 一 丸 と な っ て 援 助 し て い ま す 。  
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回 復 期 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 病 棟  ３ ８ 床  

回 復 期 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 病 棟 は 、  

「 脳 血 管 疾 患 ・ 骨 折 ・ 手 術 後 、 あ る い は 重 症 疾 病 な ど に よ っ て 身 体 機 能 が 低 下

し た 患 者 様 が 、急 性 期 病 院（ 病 棟 ）か ら ６ ０ 日 以 内 に 転 院 (転 棟 )し 、リ ハ ビ リ テ

ー シ ョ ン を 集 中 的 に 行 う こ と に よ り 身 体 機 能 の 回 復 を 図 り 、 在 宅 復 帰 が で き る

よ う に 支 援 す る た め に 設 け ら れ た 病 棟 」 で す 。  

３ 階 病 棟  看 護 師 長  

添 田 久 子  

平 成 １ ８ 年 ６ 月 よ り 、 ３ 階 病 棟 （ ３ ８ 床 ） は 、 よ

り 一 層 リ ハ ビ リ を 強 化 す る 病 棟 と し て 回 復 期 リ

ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 病 棟 に 移 行 し ま し た 。  

患 者 様 お 一 人 お 一 人 の 在 宅 生 活 を 頭 に 描 き 、ご 本

人 ・ ご 家 族 様 と 一 緒 に 目 標 に 向 か い 、 再 び 安 心 し

て 在 宅 生 活 に 戻 る こ と が 出 来 ま す よ う 医 師 ・ リ ハ

ビ リ ス タ ッ フ ・ 看 護 ・ 介 護 ・ ソ ー シ ャ ル ワ ー カ ー

チ ー ム 一 丸 と な り 取 り 組 ん で き ま し た 。  

始 ま っ た ば か り で 、 ま だ ま だ 未 熟 な 病 棟 で す が 、

今 後 よ り 一 層 努 力 し て 地 域 の 皆 様 に「 リ ハ ビ リ な

ら 館 林 記 念 病 院 」と 言 っ て 頂 け る よ う な 病 棟 作 り

を 目 指 し て 頑 張 り ま す の で 宜 し く お 願 い し ま す 。 

３ 階  ス タ ッ フ ス テ ー シ ョ ン  



病 院 理 念 

「 心 に 残 る 医 療 を 提 供 す る 」 

基 本 方 針  

１ ． 地 域 社 会 に 開 か れ た 病 院  

２ ． 当 院 を 利 用 さ れ る 方 に 安 全 ・ 安 心 を 不 え ら れ る 病 院  

３ ． 常 に 新 し い 医 療 を 提 供 す る 病 院  

４ ． 当 院 を 利 用 さ れ る 方 達 が 気 楽 に 利 用 し や す い 病 院  

５ ． 当 院 を 利 用 さ れ る 方 が 満 足 を 得 ら れ る 医 療 を 提 供 す る 病 院  

６ ． 職 員 を は じ め 当 院 に 関 わ る 人 達 も 満 足 を 得 ら れ る 病 院  

  

医医 療療 事事 故故 報報 告告 学学 習習 会会  
主 催  館 林 邑 楽 看 護 連 絡 会  

１ ０ 月 １ ４ 日 （ 土 ） 19:00 よ り 、 館 林 邑 楽 地 区 管 内 で 働 く 医 療 従 事 者 を 対 象 に 館 林

高 等 看 護 学 院 に て 医 療 事 故 報 告 学 習 会 「 京 都 大 学 エ タ ノ ー ル 事 故 に 学 ぶ 」 が 館 林 邑

楽 看 護 連 絡 会 の 主 催 の も と 行 わ れ ま し た 。  

当 院 よ り 看 護 師 を 中 心 に 事 務 長 も 含 め ま し て ２ ８ 名 の 参 加 が あ り ま し た 。  

「 京 都 大 学 エ タ ノ ー ル 事 故 」 は 、 ２ ０ ０ ０ 年 ２ 月 人 工 呼 吸 器 の 加 温 加 湿 器 に 取 り 付

け る 滅 菌 精 製 水 と 消 毒 用 エ タ ノ ー ル を 取 り 違 え て し ま い 起 こ り ま し た 。 ７ 年 の 年 月

が 過 ぎ よ う と し た 今 も な お 裁 判 が 引 き 続 き 行 わ れ て い ま す 。  

事 故 を 起 こ し て し ま っ た 看 護 師 は 、 患 者 様 を 死 に 至 ら し て し ま っ た と い う 事 実 に 苦

し み な が ら も 、 再 発 防 止 の た め に 体 験 を 語 っ て 下 さ い ま し た 。 職 員 は 、 語 ら れ る 言

葉 に 自 ら の 現 場 の 問 題 と し て 聴 き 入 っ て い ま し た 。  

そ の 中 、 事 故 後 す ぐ 、 ご 両 親 に 謝 罪 す る こ と が で き な か っ た こ と を 悔 や ん で い る と

語 ら れ ま し た 。 ご 両 親 は 「 事 故 を 隠 そ う と さ れ 受 け た 心 の 傷 は 、 一 生 消 え る こ と は

な い 」 と 言 わ れ 、 事 故 を 起 こ し て か ら の 病 院 の 対 応 に よ り 苦 し み ・ 丌 信 感 ・ 憤 り を

持 た れ た そ う で す 。 謝 罪 し た く て も 謝 罪 が で き な か っ た 当 事 者 、 当 時 す ぐ に は 謝 罪

し な い で と い う 病 院 の 体 制 に ご 両 親 も 当 事 者 も 苦 し ま れ ま し た 。 万 が 一 、 医 療 事 故

を 起 こ し て し ま っ た と し て も 事 実 を 隠 し て は な ら な い 。 昨 今 の 医 療 事 故 対 策 の 教 訓

に も な っ て い ま す 。  

「 良 い 医 療 ・ 質 の 高 い 医 療 」 ＝ 「 安 全 な 医 療 」 と ま で 言 わ れ て い ま す 。 当 院 で も 医

療 事 故 防 止 委 員 会 を 中 心 に 全 職 員 一 丸 と な っ て 、 利 用 さ れ る 方 に 安 心 し て 受 け ら れ

る 「 安 全 で 質 の 高 い 医 療 」 に 努 め て い き ま す 。  

参 加 で き な か っ た 職 員 の 方 も 資 料 が あ り ま す の で 目 を 通 し て み て 下 さ い 。  
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館 林 市 代 官 町 に 建 設 中 

２ ０ ０ ７ 年 ４ 月 開 設 予 定 

  

完 成 予 想 図  

グ ル ー プ ホ ー ム と は 、  

認 知 症 の お 年 寄 り が 少 人 数 で

専 門 的 な ケ ア ス タ ッ フ の 見 守

り の な か 、家 庭 的 に ゆ っ た り と

共 同 生 活 を 営 む と こ ろ で す 。  

入居者募集中 

℡  80-2777 

１ ９ 年 前 か ら 熊 谷 と 三 峰 口 の 間

を 春 ～ 秋 の 土 日 を 中 心 に Ｓ Ｌ 列

車 が 運 転 さ れ て い ま す 。  

館 林 か ら 最 も 身 近 に Ｓ Ｌ に 接 す

る こ と が 出 来 ま す 。  

今 年 は １ ２ 月 ３ 日 ( 日 ) で 運 転 終

了 で す が 、た ま に は の ん び り 秩 父

路 を Ｓ Ｌ 列 車 で 旅 す る の は い か

が で し ょ う か ？  

『 熊 谷 駅 １ ０ 時 １ ０ 分 発 で す 』  

コ ス モ ス 畑 の 脇 を 走 る パ レ オ エ ク ス プ レ ス  

「 秩 父 鉄 道 」  



 

「 高 齢 者 ソ フ ト 食 」 と は 、  

し っ か り と し た 形 が あ り な が ら も 、 口 に 取 り 込 み や す く 、

咀 嚼 し や す く 、 ま と ま り や す く 、 移 送 し や す く 、 飲 み 込 み

や す い 食 事 の こ と で す 。  三
色
お
は
ぎ 

高
齢
者
ソ
フ
ト
食 

材 料 （ ５ 人 分 ）  

米･････････････････････････････200ｇ  

水･････････････････････････････400ｇ  

ゼラチンパウダー････････････････12ｇ  

塩･････････････････････････0.5ｇ  

砂糖･････････････････････････3ｇ  

あずき･････････････････････････150ｇ  

ａ  

 

グラニュー糖･･･････････････100ｇ  

三温糖･････････････････････100ｇ  

きなこ･･････････････････････25ｇ  

砂糖･････････････････････････3ｇ  

青のり･･････････････････････････10ｇ  

けしの実････････････････････････適量  

ｂ  

ｃ  

お 好 み で ト ッ ピ ン グ を 工 夫 す る と い く つ も の バ リ エ ー シ ョ ン が で き ま す 。  

米 は ２ 倍 量 の 水 で 炊 い て 下 さ い 。  

炊 く 時 に ２ ％ の ゼ ラ チ ン パ ウ ダ ー を 加 え る と 嚥 下 し や す い 仕 上 が り に な り ま す 。  

炊 く 途 中 で ２ 、 ３ 回 撹 拌 す る と ゼ ラ チ ン が 沈 殿 し ま せ ん 。  

①  米 を 洗 い 、 水 と ゼ ラ チ ン パ ウ ダ ー を 入 れ 、 少 し 柔 ら か め に 炊 く 。 炊 き 上 が っ た

つ ぶ し 、 か く し 味 に ａ を 混 ぜ 、 ひ と 口 大 に 丸 め る 。  

②  あ ず き は 水 か ら 炊 き 、 柔 ら か く な る ま で 煮 る 。  

③  水 気 を 切 っ た ② に ｂ を 入 れ 、 弱 火 で 練 り 上 げ る 。  

④  ① を ③ で 包 み 、 け し の 実 を 飾 る 。  

⑤  同 じ く ｃ を か け る 。  

⑥  同 じ く 青 の り を か け る 。  

⑦  そ れ ぞ れ の 器 に 盛 り つ け る 。  

作 り 方  

※「けしの実」  

身近では、あんパンの上にのっています。  


